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第６回木花地域協議会を開催しました
日　時　11月27日（木）　場　所　木花公民館　研修室
協　議　事　項　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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　■地域福祉計画木花地区計画の承認　　　■第4回地域協議会・合併特例区協議会連絡会報告　
・計画の承認　　　　　　　　　　　　　　・木花地域センター　本部センター長報告
■まちづくり推進委員会各専門部会の進捗状況報告
・防犯・防災部会

防犯灯の電気代に地域コミュニティ税をあてる。
・地域福祉部会

子育て支援、高齢者との交流事業をすすめる。
・環境保全部会

救難設備撤去、猿による被害対策、里山づくりの検討。
・地域再生部会

里山づくりをすすめる。
・教育・スポーツ部会
スポーツを通して青少年を育成する。
・交通部会

木花巡回バスの運営について。
■木花地域自治区内の課題・問題について
・次年度の地域魅力アップ事業、人材の育成
地域の顔
今回は木花地域自治区地域協議会委員の山内博未さんです。
山内さんは阪神淡路大震災被災時に地域の協力の大切さを実感された経験がおありです。その体験を木花のまちづくりに生かしたいとの思いから、地域協議会の委員として積極的にまちづくりに参加されています。木花への思いを寄稿していただきました。

平成14年9月12日、私は木花の住民として皆様のお仲間に
入れて頂いた。親戚、知人誰一人居ない宮崎を終の住み処と定めた
理由を、いろいろな方から何回も問われた。が、それは本当に
ひょんな事からだった。或る朝、何気なくつけたテレビの画面に
吸い付けられたのである。高～く澄んだ空、青く広々と続く海、その上
今や東京や大阪では贅沢品と言われそうな溢れるばかりの緑。
「リタイヤしたらあそこに住みたい」。殆ど即決だった。
　とは言え、いざ住んでみると課題も見えてくる。住民の高齢化とお付き合いの希薄
さである。地域協議会の委員をお受けした以上、私に出来る事を精一杯努めなければ。
それで私は〝誰にでも簡単にすぐ出来る事〟を始めた。「お声掛け」と「御挨拶」であ
る。すれ違う人に必らず声を掛ける。「お早うございます」、「こんにちは」、「お帰りな
さい」、「車に気を付けて」、「風邪ひかないでね」等々、その時ふと浮んだ言葉をその
まま声にして。唯、それ丈の事だ。嬉しい事に大人は勿論、小、中学生も殆どの方が
にっこり返して下さる。お陰様で近頃は歩くのがとても楽しい。住む人達が皆お顔み
しりになれたらいいな～。それはきっと「安全、安心な町」、でもある筈だから。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山内　博未


平成19年12月9日運行開始の木花巡回バス、おかげ様で一周年を迎えました。巡回バスが走るまでを振り返りました。
	平成16年
	5月 26日
	伯田・赤木九平・鏡洲上、下の4自治会から巡回バスの運行要望。

	
	8月 20日
	木花環境整備促進協議会から巡回バスの運行要望。

	平成17年
	11月  8日
	木花環境整備促進協議会から巡回バスの運行要望。

	
	11月  9日
	鏡洲地域巡回バス推進協議会を地域住民が立ち上げ、第1回推進協議会を開催。

	平成18年
	 3月 27日
	木花地域自治区地域協議会・鏡洲地区巡回バス推進協議会連名で請願書が市に提出される。

	
	 5月25日
	第1回木花地域自治区地域協議会で市のコミュニティバス運行に対する考え方を説明。

	
	 8月
	第1回アンケート調査の実施。

	
	 8月 31日
	第2回木花地域自治区地域協議会でコミュニティバス導入検討部会を設置することを決定。

	
	10月 
	導入検討部会において、第1回アンケート調査集計結果報告。
市のコミュニティバス運営方針について説明。

	
	
	地域の小中学校4校にコミュニティバス運行の検討内容について説明。

	
	11月  
	導入検討部会の開催。再度アンケート調査を実施し詳細なニーズ把握を行うこと、
地域負担分の調達方法等について協議。

	
	
	ルート（案）について宮崎交通㈱と協議。

	
	12月 
	第3回木花地域自治区地域協議会に導入検討委員会での検討結果について報告。

	
	
	平成19年8月運行開始を予定としたスケジュール確認。運行ルート、ダイヤの確定作業を行う。

	平成19年
	 1月 
	導入検討部会において第2回アンケート調査の内容について検討。第2回アンケート調査の実施。

	
	 2月
	宮崎県タクシー協会へ運行事業者募集。

	
	 3月～6月
	運行主体となる運送事業者の選定。

	
	
	宮崎観光バス㈲と運行ルート協議。

	
	
	バス停設置、地権者交渉について協議。木花巡回バス運行委員会設立準備。

	
	 7月
	地域公共交通会議にて運行計画合意。

	
	 7月 25日
	木花巡回バス運行委員会設立総会を開催。規約、役員の選出、運行ルート等について協議・決定。

	
	 9月
	宮崎観光バス㈲が許可申請の手続きを行う。

	
	10月 11日
	木花巡回バス運行委員会会長・副会長会を開催。
今後のスケジュール、協賛金依頼先の協議を行う。

	
	12月  6日
	運行許可がおりる。

	
	12月 10日
	木花巡回バス運行開始式。運行開始。

	平成20年
	 6月  9日
	運行ルート一部改正。

	
	10月 31日
	ひと月あたり乗客数が1,000人を突破。1,003人乗車。一日平均乗車数45.6人。

	
	12月 10日
	巡回バス運行1周年。







第１２号　　平成２１年１月





発　行　木花地域自治区地域協議会


会　長　長友　勤


電　話　５８－１１１１





木の花だよりは


木花地域自治区地域協議会で話し合われた内容や、


地域に関連した出来事を定期的にお伝えしています。









